
ちばレポ（My City Report）
～スマホを使った市民協働 市民とともに～

市民局 市民自治推進部 広報広聴課
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1. 背景 人口減少
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1. 背景 税収・予算・職員数の減少
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1. 背景 共創の必要性
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行政 市民



1. 背景 ICTの普及
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・インターネット利用率

・スマートフォン保有率

※「通信利用動向調査」(2022年 総務省)

84.9%

77.3%



1. 背景 ICTを活用した共創のまちづくり
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2. ちばレポとは ちばレポ
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・市民が道路損傷などを

スマホでレポート

・市民と市役所が地域の課題を共有



2. ちばレポとは 主なレポートの種類
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・こまったレポート

公共インフラの不具合などの地域の課題をレポート

・テーマレポート

テーマを決めて、一定期間レポートを募集

・かいけつレポート

ごみ拾いなど、地域の課題を自ら解決したことをレポート



2. ちばレポとは 一連の流れ (こまったレポート)

9

課題発見 レポート 受付



2. ちばレポとは 一連の流れ (こまったレポート)
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解決 返信公開



2. ちばレポとは レポート方法
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道路に穴があいている！



2. ちばレポとは レポート方法
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レポート分野
を選択位置を指定



2. ちばレポとは レポート方法
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写真を登録

題名と状況説明
を入力し、投稿



2. ちばレポとは テーマレポート
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2. ちばレポとは かいけつレポート
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3. ちばレポの特徴 レポート一覧
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道路

公園

ごみ

その他

かいけつ



3. ちばレポの特徴 レポーターへ返信
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3. ちばレポの特徴 電話との違い
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3. ちばレポの特徴 電話
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・担当部署がわからない…

・場所や状況を伝えるのが難しい…

・今日は日曜日…



3. ちばレポの特徴 ちばレポ
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・担当部署に自動で振り分け！

・24時間365日レポート可！

・位置情報と写真で伝わる！



3. ちばレポの特徴 情報の一元管理
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電話

職員のパトロール

ちばレポ

（修正状況や資材管理も）



4. 全国展開 千葉市から全国へ

22



4. 全国展開 My City Report
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ちばレポ My City Report



4. 全国展開 My City Report コンソーシアム
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・共同運営のためのコンソーシアムを設立

・人口規模に応じた費用負担



4. 全国展開 参加自治体

33自治体
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4. 全国展開 まとめ
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ちばレポ＝ICTを活用した共創のまちづくり

・市民と市役所がまちの課題を共有

・My City Reportを全国展開

My City Reportアプリのインストールはこちら



千葉市のスポーツ振興

令和６年３月

市民局生活文化スポーツ部スポーツ振興課



千葉市市民局生活文化スポーツ部 スポーツ振興課

【令和5年度体制】

管理職（３名）
スポーツ振興班（３名）…スポーツ施策の進行管理、トップスポーツ連携、

スポーツイベントの誘致や開催・支援
パラスポーツ班（３名）…パラスポーツの推進
施設班（４名） …スポーツ施設の維持・管理
建設班（２名） …体育館建替え・改修
育成班（３名） …スポーツ推進委員、スポーツ振興会、学校施設開放

ハード・ソフト、トップ・裾野など様々な
角度から市民のスポーツ活動にアプローチ



行政がスポーツを推進する意味

根拠法令はスポーツ基本法

【同法第一条】

この法律は、スポーツに関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の責務並
びにスポーツ団体の努力等を明らかにするとともに、スポーツに関する施策の基本と
なる事項を定めることにより、スポーツに関する施策を総合的かつ計画的に推進し、
もって国民の心身の健全な発達、明るく豊かな国民生活の形成、活力ある社会の実現
及び国際社会の調和ある発展に寄与することを目的とする。

【同法第六条】

国、地方公共団体及びスポーツ団体は、国民が健やかで明るく豊かな生活を享受する
ことができるよう、スポーツに対する国民の関心と理解を深め、スポーツへの国民の
参加及び支援を促進するよう努めなければならない。



（１）スポーツ実施率の向上

１週間に１回以上スポーツ・レクリエーションを行う成人の割合 70%

（２）スポーツ観戦率の向上

年１回以上スポーツを実際に観戦する成人の割合 50%

（３）障害者のスポーツ実施率

１週間に１回以上スポーツ・レクリエーションを行う障害者（成人）の割合

40%

※週１日以上運動やスポーツをしている人

（10分程度の散歩やラジオ体操など、健康づくりのために、目的を持って自主的に行う身
体活動を広く含む）

千葉市の目標！



62.9% （令和４年WEBアンケート）

57.6% （令和２年WEBアンケート）

57％ （令和３年WEBアンケート）

65.5% （令和元年市民意識調査）

千葉市のスポーツ実施率



基本方針Ⅰ
ライフステージに応じたスポーツ・レクリエーションの推進

■基本目標

スポーツを「する人」を増やそう

基本方針Ⅱ
トップスポーツの推進

■基本目標

スポーツを「観る人」を増やそう

基本方針Ⅲ
スポーツ・レクリエーションを支える体制の整備

■基本目標

スポーツを「支える（育てる）人」を増やそう

基本方針Ⅳ
スポーツ・レクリエーションによる多様な交流の推進

■基本目標

スポーツに「ふれあう人」を増やそう

千葉市スポーツ推進計画

※令和３年２月に改訂



スポーツをする・みる環境づくり

千葉ポートアリーナ

YohaSアリーナ
～本能に、感動を。～

・高洲スポーツセンター
・磯辺スポーツセンター
・宮野木スポーツセンター
・中田スポーツセンター
・有吉公園スポーツ施設
・古市場公園スポーツ施設
・花島公園スポーツ施設

Etc・・・

ZOZOマリンスタジアム フクダ電子ボード
エリア

フクダ電子アリーナ



「する」地域資源を活かしたスポーツの推進（海辺の活用）

千葉市の地域資源の一つである海辺を活用し、
ビーチスポーツの観戦と体験を楽しめるイベントを
開催。

＜令和4年度実績＞
日 程 令和4年10月22日㈯・23日㈰
会 場 いなげの浜
公式戦＆エキシビジョンマッチ 10競技
体 験 15競技
参加者 約1万人

＜その他＞
ビーチスポーツ用具の整備・貸し出し（R3.10～）
ビーチテニス・フレスコボール・ビーチバレー

スポーツ施設以外でもスポーツを楽しむ！



「する！」 地域資源を活かしたスポーツの推進（道路の活用）



「観る！」トップスポーツの推進

トップスポーツとの連携

・アスリートが小中学校を訪問し、競技体験や講話を行うことで、スポーツへの関心、地元
チームを応援する機運を醸成する。

・ホームタウン千葉市デーの開催（千葉ZELVAの試合において市民招待やエスコートキッズ
を実施）

走り方
（富士通陸上競技部）

野球
（JFE東日本硬式野球部）

ホームタウン千葉市デー
（千葉ZELVA）



「ささえる！」スポーツ団体・指導者の育成

• 千葉市スポーツ推進委員連絡協議会の活動支援

• スポーツ推進委員の育成支援

• 千葉市スポーツ協会の活動支援

• 千葉市少年スポーツ連盟の活動支援

• 千葉市スポーツ少年団の活動支援

• チーム千葉ボランティアネットワーク

スポーツ振興会地区行事

スポレク祭



「ふれあう」パラスポーツの推進

障害者のスポーツ活動への参加促進及びパラスポーツの普及・
啓発等を行い、パラスポーツの推進を図っている。

• パラスポーツフェスタちば、千葉市オープンボッチャ大会

障害の有無や年齢に関係なく参加可能なイベント・大会の実施

• NTC競技別強化拠点施設（千葉ポートアリーナ）

車いすバスケットボール強化拠点施設として合宿に利用

• パラスポーツ競技用具の貸し出し

競技用車いす、ボッチャ用具 等

• ちばしパラスポーツコンシェルジュ

障害者のスポーツ相談窓口の設置

など



仕事のやりがい、身につく能力

• 産学官連携で取り組む事業も多いため、様々なアイデア・考え方に
触れ、知見を広げることができる。

• 新規事業の立ち上げやイベントに関わることが多いため、自身のア
イデア・企画を事業に反映し、形にしていくことができる。

• 庁内外の団体や部署との調整ごとが多いため、渉外能力が身につく。


